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「食」でつながる
支援の輪
　新型コロナ感染症拡大の影響により生活が苦しくなった、ひとり暮らし大学生等を対象に食料支援事
業を令和２年６月８日（月）～６月30日（火）まで行いました。
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貸借対照表（令和2年3月31日現在） 組
織
の
基
盤
強
化

●  

経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
３
期
）
の
推
進

　
計
画
３
年
目
の
中
間
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
課

題
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
た
修
正
を
行
い
ま

し
た
。
広
報
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
お
よ
び
広
報
紙
「
社
協
だ
よ
り
」

の
カ
ラ
ー
化
に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
第
５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
も
最
終
年
度
を
迎

え
、
課
題
整
理
と
評
価
・
総
括
を
行
い
、
第
６
次
地

域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
活
動

●  

校
区
福
祉
委
員
会
活
動
と
看
護
学
生
と
の
連
携
を

強
化

　
関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
の
地
域
福
祉
活
動
実
習

「
い
き
い
き
・
わ
く
わ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
協
力

を
行
い
、
1
0
0
人
の
学
生
を
実
習
生
と
し
て
各
校

区
福
祉
委
員
会
の
活
動
に
受
入
れ
て
も
ら
い
、
大
学

と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

●  

Ｃ
Ｓ
Ｗ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

に
よ
る
多
職
種
連
携
会
議
の
実
施

　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
制
度
の
狭
間
や
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
問

題
を
抱
え
た
相
談
者
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
か
つ
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
訪
問
相
談
）
対
応
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と
の
連
携
を
図

り
、
相
談
者
の
問
題
解
決
を
支
援
し
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
活
動

●  

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み

　
家
族
の
高
齢
化
等
に
よ
る
家
族
介
護
力
の
低
下
に

よ
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
達
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
各
種
相
談
や
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
事
業
を
実

施
し
、
こ
ま
や
か
な
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

 資産の部 （単位 円）

流動資産計 288,363,828 
　現金 538,985 
　預貯金 130,598,434 
　事業未収金 80,419,972 
　未収金 68,898,670 
　立替金 782,554 
　前払金 2,233,549 
　仮払金 4,891,664 
固定資産計 797,136,309 
　基本財産 3,000,000 
　固定資産物品 15,866,381 
　退職共済預け金 249,206,000 
　長期預り金積立資産 2,878,219 
　基金積立資産 384,542,063 
　積立預金 139,307,366 
　差入保証金 1,000,000 
　長期前払費用 1,296,000 
　その他固定資産 40,280 
資産の部合計 1,085,500,137 

 負債の部 （単位 円）

流動負債計 181,380,500 
　事業未払金 82,072,479 
　その他の未払金 68,898,670 
　１年以内返済予定リース債務 1,686,097 
　預り金 349,382 
　職員預り金 6,387,140 
　賞与引当金 21,986,732 
固定負債計 315,112,645 
　リース債務 3,997,016 
　退職給与引当金 308,237,410 
　長期預り金 2,878,219 
負債の部合計 496,493,145 

 純資産の部 （単位 円）

　基本金 3,000,000 
　基金 384,542,063 
　国庫補助特別積立金 383,334 
　その他の積立金 139,307,366 
　次期繰越活動収支差額 61,774,229
純資産の部合計 589,006,992 

負債及び純資産の合計 1,085,500,137 

令和元年度の事業・決算報告

法人運営のために
（法人管理経費）
1億3,388万3,588円

地域福祉推進のために
1億2,311万3,535円

ボランティア活動のために
1,310万8,559円

高齢者福祉のために
1億3,695万9,776円

子育て支援のために
745万4,038円

セーフティネットのために
3,409万6,276円

障害児・者
福祉のために

3億9,518万9,985円

総合福祉会館
（ラポールひらかた）の
管理運営
1億7,159万9,614円

10億4,161万5,093円収入
総額

支出
総額 10億1,540万5,371円

あ
な
た
の
会
費
が
地
域
を
つ
な
ぎ
ま
す
！！

社
協
住
民
会
員

募
集

　
枚
方
市
社
協
で
は
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
参
加
に

よ
り
、
市
内
の
福
祉
活
動
を
進

め
て
い
く
た
め
の
会
員
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
集
め
ら
れ

た
会
費
は
、
子
育
て
・
高
齢
者

サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動

の
主
な
資
金
と
な
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
、
会
員
加
入
と

地
域
福
祉
の
推
進
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

会員の種類 会費・協力金の額

住 民 会 員 年額1口 500円

特別住民会員 入会時のみ 20,000円

法人賛助会員 年額1口 10,000円

福祉協力金 500円未満

令和
2年度

令和元年度 会費
総額 18,312,045円

新型コロナ感染症拡大の影響により、今年度の募集期間は
令和2年9月1日～令和3年3月31日です。

10月1日

よりスタート

hirakataーshakyo

令和元年度 支出の内訳

校区福祉委員会
活動への助成 
9,080,302円

ボランティア活動
推進のために
674,832円

校区福祉委員会
協議会運営のために
424,080円

事務経費
1,018,540円

市民への
情報提供のために
7,903,607円

※不足分789,316円については、繰越金を充当

※上記以外にも缶バッジ等のグッズがあります。

ピンバッジ▶
500円以上の募金で
お渡ししています。

●枚方市駅周辺
10月１日（木） 午後１時30分～３時30分
  午後４時～６時
 ２日（金） 午後２時～４時

◀プリペイド・
　図書カード
1000円の募金で500円
分のカードをお渡しし
ています。

クリアファイル▶
200円以上の募金でバン
ドリや初音ミクのクリア
ファイルをお渡ししてい
ます。※イラスト付き

　
10
月
１
日
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。
個
別
募
金
、
法
人

募
金
、
職
域
募
金
、
街
頭
募
金
な
ど
を
通
じ
て

市
民
の
皆
さ
ま
に
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
す
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
経
済
活
動
や
学
校
活

動
、
地
域
活
動
な
ど
に
も
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
共
同
募
金
会

で
は
子
ど
も
や
家
族
へ
の
緊
急
支
援
を
は
じ

め
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
活
動
支
援
、
居
場
所
を

失
っ
た
人
へ
の
緊
急
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
自
分
の
ま
ち
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
地
域

福
祉
活
動
の
た
め
の
募
金
と
し
て
、
ま
た
市
民

の
や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
を
届
け
る
運
動
と
し

て
、
今
年
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
共
同
募

金
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

街頭募金のお知らせ

記念グッズのご案内 赤
い
羽
根
共
同
募
金
が

始
ま
り
ま
す
!

Art by 白雪とわ
© Crypton Future 
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問い合わせ 　地域福祉課 地域福祉推進グループ TEL 807‒3448 FAX 845‒1897問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

集まれなくてもつながろう!!
外出自粛高齢者・障害者等見守り支援事業
　新型コロナ感染症の拡大防止策として４月８日に緊急事態宣言が発令され、大阪府が創設した
「外出自粛高齢者・障害者等見守り支援事業」を活用し、社会福祉協議会が展開している地域
ネットワークによる、高齢者や障害者等の見守り支援を行いました。 

ひとり暮らし大学生等を
対象とした食料支援事業
　新型コロナ感染症拡大の影響により、アルバイト収入もしくは保護者からの仕送りが減少した
ことで、生活が苦しくなった枚方市内在住・在学の大学生等を対象に６月８日（月）～６月30日
（火）まで食料支援を行いました。 
　枚方市内各大学に食料支援に関する情報提供のご協力をいただき、また、枚方市社協のホーム
ページ、SNS（ツイッター、フェイスブック）で情報を周知しました。 
　合計118人の学生に食料を支援することができました。 

 支援物資
　お米２キロ、レトルトカレー・丼もの、缶
詰、カップ麺等１人あたり約10日分を支給
しました。
　また、株式会社セブン-イレブン・ジャパ
ンから改装時等の在庫商品の一部を枚方市社
協へ寄贈していただき、今回の食料支援の
際、それらを大学生に支給し、有効に活用し
ました。 相手に寄り添いながら話を

聞き取ります。
（中宮北校区　森田𠮷彦会長）

あんしんコール
　校区福祉委員会が日頃から行っ
ている、地域でのサロンや見守り
活動での関わりを活かして、地域
の高齢者や要支援者を中心に電話
をかけていきました。電話を受けた人は、いつも
顔を合わせている活動者からの連絡に安心して困
りごとや不安などを相談する事ができました。
　また、普段は活動に参加していない人とも、必
要な情報の提供など新たなつながりが生まれてい
ます。

ふれあいポスティング
　地域の活動者がインターホン越
しで会話をするなど、工夫を凝ら
しながら配布しました。チラシを
見た人からの反響も多く、新型コ
ロナ感染症の影響で仕事が減った事への不安や家
の中にじっと居ることの辛さなど、さまざまな相
談が本会のCSW（地域福祉相談員）に寄せられ
ました。

 日頃の関わりを活かして…
　校区福祉委員会を通じて、電話で安否の確認や困りごとを聴き取る「あんしんコール」や困った時の相
談先や体力づくりなどの情報を掲載したチラシを配布する「ふれあいポスティング」を実施しました。

 つながりを絶やさない
　今回の取り組みでは、自由に外出することが難しく、人が集まることができない状況のなかでも、住
民同士が心のつながりによって、孤立や不安を取り除く事の大切さを実感しました。
　今後も枚方市社協では、新型コロナ感染症だけでなく、災害時でも新たな方法で住民が力を合わせる
仕組みづくりに取り組んでいきます。

　
電
話
を
受
け
た
方
に
は
非
常
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
買
い
物
等
で
外
出
す
る
時
に
は
、マ
ス

ク
の
着
用
や
う
が
い
手
洗
い
の
徹
底
な
ど

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
て
も

ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

※ その他にも、学生の皆さまから感謝のメッセー
ジをたくさんいただいています。

食料を受け取られた学生さんから

アルバイトの収入が減り食費
を削って生活をしていました
が、食料支援をしていただき
とても助かりました。

両親からの仕送りが減ったことで
生活が困窮していましたが、支援し
ていただき気持ちに少し余裕がで
きました。ありがとうございました。

▲ 新型コロナ感染症の影響による詐欺の情報や自
粛中の過ごし方に関するチラシを配布しました。

　食料支援を受けに来所する学生の大半が、アルバイト収入の減少や保護者からの仕送り減少等と
いった申請理由をあげており、今後新型コロナ感染症拡大の影響が継続した場合、ますます経済的
な影響が増すのではないかと危惧されます。枚方市社協としては、社会の状況変化に応じて継続的
な支援に取り組んでいきます。

株式会社セブン-イレブ
ン・ジャパン
からの寄贈品

事業実績

47,150件

事業実績

5,889回
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問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

社協だよりに広告を掲載しませんか？
● 掲載金額（１回の金額）

規　格 料金
（通常）

料金
（法人賛助会員１口）

規格１（縦45㎜×横60㎜） 33,000円 22,000円

規格２（縦45㎜×横90㎜） 49,500円 33,000円

規格３（縦45㎜×横180㎜） 82,500円 55,000円

規格４（縦75㎜×横90㎜） 66,000円 44,000円

規格５（縦75㎜×横180㎜） 99,000円 66,000円

市民ふくし活動チャレンジ基金 申請募集
令和３年度 公募事業

広告申込みについては下記のとおりです。

● 枚方市内全配布（約18万部）
● 発行回数 年４回
 （６月・９月・12月・３月）
掲載を希望される方は
お気軽にご相談ください。
法人賛助会員は広告料
金の割り引き特典があ
ります。

お気軽にご相談ください。

　枚方市社協では、市民が自らの力でさまざまな問題を解決するため市内で活動する非営利
団体等の積極的な福祉活動を応援するための基金を設けています。
　「自分たちの活動は助成の対象になるの？」「申請書類がたくさんあり作れるか心配」など
のさまざまな相談にも対応しています。助成を考えている団体はお気軽にご相談ください。

※要綱、申請書等については、社協窓口およびホームページにてご確認ください。

申請受付期間

助成の内容・助成額・期間

審 査 方 法

令和２年９月１日（火）～10月16日（金）
※受付時間　月～金曜日　平日：午前９時～午後５時30分

１次審査　選考委員による書類選考
２次審査  １次審査通過者のみ選考委員による審査

（プレゼンテーション）（11月下旬頃）
決定は、12月下旬（予定）

種類（助成上限額） 内　　容 助成期間

❶ 事業スタートアップ助成
（助成上限額50万円）

枚方市内で実施する、社会福祉に
関する新たな事業を立ち上げるた
めの資金助成

１年間
令和３年４月１日～令和４年３月31日

❷ 事業ステップアップ助成
（助成上限額30万円）

既に事業を実施している団体に対
し、事業の更なる拡充もしくは発
展を図るための資金助成

３年間
※上記期間を上限とした分割給付
　令和３年４月１日～

お気軽に
ご相談
ください

hirakataーshakyo
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　ジョイジョイサークルでは、就職している
障害のある人達が集まり、自分達で余暇の過
ごし方を考えて外出したり、自分達の暮らし
について悩みごとや困りごとを話し合います。
　興味のある人はぜひご連絡ください。
対象者  枚方市在住の就職している障害の

ある人
活動日 毎月第３日曜日（変更の場合あり）

ジョイジョイサークル
新規メンバー募集

わいわいウォークラリー
内　容  ウォークラリーを通して、障害のある人もない人も 

多くの人たちと交流しませんか。 
淀川河川敷を歩いていろんなゲームにチャレンジ ! !

日　時 11月15日（日） 午後１時～３時30分（雨天決行）
場　所 集合場所：ラポールひらかた円形広場
 ※雨天時は、室内での取り組みとなります。
対　象 枚方市在住の人
定　員 150人（先着順）
コース 淀川河川敷周辺
 （往復：約２㎞・約４㎞）
参加費  無料
主　催 地域支援センターゆい
申　込  電話・FAX 

（地域支援センターゆいまで）
締　切 10月30日（金）
※手話通訳が必要な場合は申込時にお知らせください。

問い合わせ　 地域支援センターゆい
 TEL 808‒2422　FAX 808‒2423

問い合わせ
　 地域支援センターゆい
　TEL 808‒2422　FAX 808‒2423

活動を支援してくださる
ボランティアも随時募集中!!

地域支援センターゆい
TEL 808‒2422　FAX 808‒2423在宅福祉課　TEL 841‒6427　FAX 841‒6429問い合わせ

問い合わせ

未経験の人やブランクのある人でも大丈夫！
ベテランのヘルパーがしっかりとサポート！
チームワークを大切にする事業所です。
応募資格  ホームヘルパー２級課程以上修了

者、基礎研修・介護職員初任者研
修課程修了者、介護福祉士等

 ※バイクを持ち込みできる人
業務内容 身体介護、家事援助、重度訪問介護など
勤務時間  午前６時45分～午後10時 

（その間で利用者の希望する時間に直行直帰で訪問）
賃　　金 時給1,250円～2,400円
 ※時間帯により時給金額が異なります
他 手 当 移動費、事務手当
 ※ 処遇改善交付金、特定処遇改善加算に

よる一時金あり
待　　遇 労働災害保険、その他

　社協の事業紹介や最新イベント紹介など、最新情報をでき
るだけ早く皆さまにお伝えするために、ホームページ・
Facebook・Twitterでも発信をしています。
　何かと役立つ情報が手早く入手できるかもしれません。こ
の機会にぜひ登録・フォローをお願いします。

応募資格  20歳以上で福祉に理解の
ある人

業務内容  知的障害のある人のグループ
ホームでの入浴の補助や掃
除・洗濯・
相談等生活
のサポート

勤務時間  午後４時～
翌午前９時

 （月３～５回程度）
賃　　金 日額17,718円
勤 務 地 枚方市内（津田元町）
待　　遇 労働災害保険、その他

グループホーム
世話人募集 ! !

みんなでわいわい楽しみましょう!

ホームヘルパー募集 ! !

ひ ら かた社協とつながろう

ホームページ Twitter Facebook
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情 報 掲 示 板
枚方市社会福祉協議会からの
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※広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

● 地域福祉推進基金
 佐々木 徳幸 3,965円
 匿名（１名） 2,909円

● 善意銀行
 AINE（アイン） 
 夏用マスク40枚 （敬称略）

善意銀行・基金へのご協力、
ありがとうございました。

こころと心の橋わたし

（令和２年４月29日～８月５日現在）
ＡＩＮＥ様からの寄贈

次号（12月号）
案内

●歳末たすけあい募金運動　　　●赤い羽根街頭募金の報告
●イベント案内 など

　枚方市社協では皆さまからのご支援やご厚意を地域で必要としている人へ橋渡しをする役割を担っていま
す。ご協力いただける人は枚方市社協にお問い合わせください。

　枚方市社協では過去に皆さまから寄せられた寄付金を４種類の目的別基金として積み立てています。寄付
者には、それぞれの想いや希望により、寄付する基金を選択していただいています。これらの基金を有効に
活用することで、寄付者の想いを必要としている人達に届けています。

社協の基金について

問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 845‒1897

　市内で活動する非営利の福祉関係団体等が
行う創意工夫をこらしたさまざまな福祉活動
を支援するための助成基金です。

公募事業助成基金
（市民ふくし活動チャレンジ基金）

　枚方市社協がおこなう積極的なボランティ
ア活動の推進およびボランティアの育成や災
害時における各種救援活動等に使用するため
の基金です。

ボランティア ・
災害救援活動基金

総務課  TEL 844‒2443 FAX 845‒1897問い合わせ

地域福祉推進基金

　枚方市社協が地域福祉の推進を図るための
中心となる基金です。地域福祉にまつわるい
ろいろな課題を解決するために活用でき、必
要に応じて他の目的別基金に組み入れするこ
ともあります。

先駆的事業活用基金

　枚方市におけるさまざまな福祉課題に対応
するため、枚方市社協が独自に調査・企画す
る先駆的な取り組みを積極的に行うための基
金です。
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